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（写真左上：現在の甲府法人会館　写真左下：大正１５年竣工当時　写真右：３階大会議室）



大
正
15
年
　�

4
月
20
日
、甲
府
商
業
会
議
所（
甲
府
商
工
会
議
所
の
前
身
）が
建
設
。

昭
和
20
年  「
甲
府
空
襲
」
を
耐
え
抜
く
。

昭
和
52
年
　�

甲
府
商
工
会
議
所
の
移
転
に
伴
い
、
山
梨
県
法
人
会
連
合
会
が
購
入

取
得
し
改
装
工
事
を
行
う
。

平
成
2
年
　�

旧
態
を
維
持
し
な
が
ら
全
面
改
修
を
行
う
。

平
成
4
年
　�

会
館
を
山
梨
県
法
人
会
連
合
会
か
ら
甲
府
法
人
会
に
移
管
。
　
　
　

「
甲
府
法
人
会
館
」
と
な
る
。

平
成
8
年
　�

文
化
庁
よ
り
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
。

甲
府
法
人
会
館
の
歴
史

甲
府
法
人
会
館

　
　

百
年
の
歴
史

所在地 甲府市中央四丁目12-21
所有者 公益社団法人　甲府法人会

竣工年 大正15年（昭和 52・53年全面改修、
平成2年・3年復元改修）

設計・施工 内藤半二郎（山梨県建築士会初代会長）
延べ床面積 1751.72 平方メートル（約531坪）

　

甲
府
法
人
会
館
は
、
県
内
で
最
も
古
い
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
。
昭
和
２０
年
の
「
甲
府
空
襲
」
の
戦

火
を
潜
り
抜
け
た
数
少
な
い
建
物
で
す
。
ま
た
、
大

正
12
年
の
関
東
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
て
設
計
施

工
さ
れ
、
山
梨
大
学
工
学
部
の
調
査
に
よ
る
と
、
Ｍ

８
・
５
（
震
度
6
強
）
程
度
の
地
震
に
耐
え
ら
れ
る

構
造
で
、
部
屋
か
ら
部
屋
、
部
屋
か
ら
廊
下
へ
と
2

方
向
以
上
に
避
難
で
き
る
設
計
と
な
っ
て
お
り
、
人

の
安
全
を
最
優
先
し
て
い
る
と
建
物
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
文
化
庁
よ
り
山
梨
県
で
は
第
一
号
と
し

て
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
文

化
財
登
録
制
度
と
は
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
、
文

化
財
を
活
用
し
な
が
ら
維
持
管
理
を
行
っ
て
行
く
制

度
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
甲
府
法
人
会
で
は
、
貴
重
な

国
民
的
財
産
で
あ
る
甲
府
法
人
会
館
を
会
員
を
は
じ

め
多
く
の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
、
平

日
の
9
時
～
15
時
ま
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
見
学
ご

希
望
の
方
は
、
お
気
軽
に
事
務
局（055-237-7774

）

ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

3
階
大
会
議
室
（
表
紙
の
写
真
参
照
）

　

甲
府
で
最
初
に
造
ら
れ
た
ホ
ー
ル
と
言
わ
れ
、
一

辺
約
6
メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
天
窓
が
あ
り
、
自
然
光

を
豊
か
に
降
り
注
い
で
い
ま
す
。
当
時
の
流
行
を
先

取
り
し
た
ア
ー
ル
デ
コ
調
の
直
線
的
な
格
子
が
印
象

的
で
す
。
か
つ
て
は
結
婚
式
や
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

も
開
催
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

歴
史
を
感
じ
る
装
飾

　

階
段
踊
り
場
や
廊
下
の
窓
に
施
さ
れ
て
い
る
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
調
の
装
飾
が
、
彩
り
を
添
え
て
優
し
い

光
を
取
り
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
3
階
の
部
屋
に

残
さ
れ
て
い
る
暖
炉
の
中
心
上
部
に
は
ハ
ー
ト
の
金

具
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

正
面
玄
関
と
階
段

　

玄
関
内
部
の
腰
壁
の
大
理
石
や
建
具
、
照
明
器
具

な
ど
は
建
築
当
時
の
も
の
。
ま
た
、
玄
関
の
壁
に
は

め
ら
れ
た
プ
レ
ー
ト
は
文
化
庁
か
ら
い
た
だ
い
た
登

録
有
形
文
化
財
の
証
。
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１
月
１５
日
、
甲
府
記
念
日
ホ
テ
ル
に

お
い
て
、
山
梨
県
法
人
会
連
合
会
と
共

催
の
新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
関
会
長
の
年
頭
の
挨
拶
の
後
、
大

久
保
東
京
国
税
局
課
税
第
二
部
長
、
長

田
山
梨
県
副
知
事
、
保
坂
甲
斐
市
長
か

ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
甲
府

法
人
会
管
内
の
市
長
、
経
済
団
体
な
ど

新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

多
数
の
来
賓
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

甲
府
法
人
会
、
大
月
法
人
会
、
山
梨

法
人
会
、
鰍
沢
法
人
会
総
勢
２
０
０
名

を
超
え
る
出
席
者
の
皆
様
は
、
情
報
交

換
や
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
法
人
会
や

会
員
企
業
の
発
展
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
本
年
１１
月
に
開
催
す
る
「
法

人
会
全
国
青
年
の
集
い
山
梨

大
会
」
の
大
会
会
長
を
務
め

る
大
木
青
年
部
会
長
を
中
心

に
、
県
内
の
青
年
部
会
員
で

構
成
さ
れ
る
実
行
委
員
に
よ

る
大
会
の
Ｐ
Ｒ
も
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
賀
詞
交
歓
会
に
先

立
っ
て
、
山
梨
県
法
人
会
連

合
会
主
催
の
新
春
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
同
時
配
信
も
行
い
、

元
・
日
経
ト
レ
ン
デ
ィ
編
集

長
で
商
品
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
北
村　

森
氏
に
「
２
０
２
５

年　

地
域
発
ヒ
ッ
ト
商
品
の

作
り
方
」
と
題
し
て
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

新年賀詞交歓会

「青年の集い山梨大会」のＰＲ

講演する北村  森氏

年頭のあいさつをする関会長

新春講演会
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２
月
５
日
、
甲
府
法
人
会
館
に
お
い

て
全
国
法
人
会
総
連
合
主
催
の
「
令
和

７
年
税
制
セ
ミ
ナ
ー
」
の
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
を
聴
講
し
ま
し
た
。
甲
府
法
人
会

の
税
制
委
員
を
中
心
に
１３
名
が
受
講
し

ま
し
た
。

　

第
一
講
座
は
、
財
務
省
大
臣
官
房
審

議
官
の
田
原
芳
幸
氏
に
よ
る
「
令
和
７
年

度
税
制
改
正
に
つ
い
て
」
で
し
た
。
物
価

上
昇
局
面
に
お
け
る
税
負
担
の
調
整
お

よ
び
就
業
調
整
へ
の
対
応
や
、
地
域
経

済
を
支
え
る
中
小
企
業
の
取
組
を
後
押

し
す
る
税
制
な
ど
の
内
容
を
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

第
二
講
座
は
、

東
京
財
団
政
策
研

究
所
主
幹
の
森
信

茂
樹
氏
に
よ
る

「
今
後
の
税
・
社

会
保
障
の
あ
り
方

に
つ
い
て
」
と
題

し
、
企
業
行
動
と

法
人
税
議
論
や
、

『
年
収
の
壁
』
問

題
な
ど
の
税
と
社

会
保
障
一
体
改
革

の
必
要
性
を
学
び

ま
し
た
。 税

制
セ
ミ
ナ
ー

税
制
セ
ミ
ナ
ーを聴

講

令
和
７
年

　

令
和
６
年
度
の
「
源
泉
部
会
講
習

会
」
は
１
月
８
日
（
韮
崎
会
場
）
・
１

月
９
日
（
甲
府
会
場
）
に
最
終
講
義
を

行
い
、
昨
年
６
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
全

６
回
の
日
程
が
終
了
し
ま
し
た
。
初
級

講
座
・
上
級
講
座
と
も
に
５
回
以
上
出

席
し
た
参
加
者
の
皆
様
に
修
了
証
書
と

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
も
引
き
続
き
、
甲
府
税

源
泉
部
会
講
習
会

源
泉
部
会
講
習
会
を
閉
講

59
名
が
修
了

令和
６年度

務
署
源
泉
所
得
税
担
当
官
が
主
な
講
師

を
務
め
て
実
施
い
た
し
ま
す
。
参
加
方

法
は
会
場
参
加
と
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
に

変
更
し
、
受
講
者
の
ご
都
合
に
合
わ
せ

た
参
加
が
可
能
で
す
。
源
泉
徴
収
事
務

が
初
め
て
の
方
か
ら
、
ご
経
験
の
長
い

方
ま
で
幅
広
く
受
講
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。
お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

甲府会場閉講式

韮崎会場閉講式

開 催 日 開 催 時 間
第1回   6 月 12日 初級：午前１０時１５分～正午 上級：午後１時１５分～午後３時１５分
第2回   8 月 21日 初級・上級合同開催：午後１時３０分～午後３時１５分
第3回   9 月 18日 初級：午前１０時１５分～正午 上級：午後１時１５分～午後３時１５分
第4回 10月 16日 初級：午前１０時１５分～正午 上級：午後１時１５分～午後３時１５分
第5回 11月   6 日 初級・上級合同開催：午後１時３０分～午後４時

第6回 令和８年
  1 月 22日 初級・上級合同開催：午後１時３０分～午後３時１５分

【会 場】　アピオ甲府タワー館
【講 師】　甲府税務署　源泉所得税担当官　他
【受 講 料】　無料

講習内容・お申込みはこちら　⇒

源泉部会講習会「知らないと損する！給与計算実務セミナー」のご案内令和7年度
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３
月
７
日
女
性
部
会
に
よ
る
日
帰
り

研
修
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

車
窓
か
ら
見
る
富
士
山
や
、
峠
の
雪
景

色
を
楽
し
み
な
が
ら
箱
根
宮
ノ
下
の
富

士
屋
ホ
テ
ル
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

明
治
３９
年
に
建
て
ら
れ
た
洋
館
、
ヘ

レ
ン
ケ
ラ
ー
女
史
が
可
愛
が
っ
て
い
た

尾
長
鶏
を
は
じ
め
と
し
た
彫
刻
の
数
々
、

天
井
絵
、
絵
画
等
美
術
館
に
居
る
様
で

し
た
。

　

そ
ん
な
ク
ラ
ッ
シ
ク
ホ
テ
ル
で
の

コ
ー
ス
料
理
は
、
ひ
と
き
わ
リ
ッ
チ
な

気
分
に
な
り
、
忙
し
い
日
々
の
中
ち
ょ
っ

と
ひ
と
息
！
「
元
気
を
チ
ャ
ー
ジ
」
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
月
１８
日
に
開
催
さ
れ
た
「
仙
台
局

連
青
年
部
会
長
サ
ミ
ッ
ト
」
に
は
、
大

会
会
長
を
務
め
る
大
木
青
年
部
会
長
が
、

３
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
「
広
島
県
青

年
の
集
い
」
に
は
大
木
部
会
長
と
大
会

実
行
委
員
長
を
務
め
る
中
沢
副
部
会
長

が
山
梨
大
会
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
を
し
て
き

ま
し
た
。

女
性
部
会

日
帰
り
研
修

山
梨
大
会
を
Ｐ
Ｒ

他
県
の﹁
青
年
の
集
い
﹂に
参
加

他
県
の﹁
青
年
の
集
い
﹂に
参
加

法
人
会
全
国
青
年
の
集
い
山
梨
大
会

法
人
会
全
国
青
年
の
集
い
山
梨
大
会
各
委
員
長
の
抱
負

各
委
員
長
の
抱
負

遠
藤 

宗
和
　
総
務
委
員
長

細
田 

和
宏

　�

租
税
教
育
・
健
康
経
営

プ
レ
ゼ
ン
担
当
委
員
長

小
原 
一
浩

　�

式
典
・
記
念
講
演
担
当

委
員
長

笠
井 

健
弘
　
広
報
委
員
長

　

総
務
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
遠
藤
宗
和
で
す
。

　

総
務
委
員
会
は
裏
方
の
イ
メ
ー
ジ
と
な

り
ま
す
が
、
全
て
の
土
台
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

　

組
織
は
土
台
が
崩
れ
て
し
ま
う
と
、
ど

ん
な
に
良
い
モ
ノ
を
作
り
上
げ
て
も
、
全

て
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
評
価
が
下
が
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

当
た
り
前
を
不
足
な
く
。
大
会
の
平
均

点
、
底
上
げ
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

租
税
教
育
・
健
康
経
営
プ
レ
ゼ
ン
担
当

委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
細

田
和
宏
で
す
。

　

当
日
は
租
税
教
育
活
動
プ
レ
ゼ
ン
・
健

康
経
営
大
賞
の
発
表
と
表
彰
式
、
会
員
交

流
分
科
会
の
運
営
を
担
当
し
ま
す
。

　

何
か
発
信
す
る
訳
で
は
な
く
場
を
作
る

の
が
使
命
で
す
が
、
参
加
す
る
方
々
に

と
っ
て
の
大
切
な
舞
台
、
マ
イ
ナ
ス
の
無

い
場
を
作
る
よ
う
尽
力
し
ま
す
。

　

式
典
・
記
念
講
演
担
当
委
員
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
小
原
一
浩
で
す
。

　
「
人
は
石
垣
、
人
は
城
」
と
い
う
山
梨

大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
か
ら
、
地
方
だ
か
ら

こ
そ
発
信
で
き
る
こ
と
、
人
と
人
の
つ
な

が
り
が
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
大
き
な
チ
カ

ラ
に
な
る
こ
と
を
、
来
県
い
た
だ
く
多
く

の
皆
さ
ま
に
お
伝
え
し
、
お
越
し
い
た
だ

い
た
皆
さ
ま
が
次
の
一
歩
を
踏
み
出
す
チ

カ
ラ
に
な
る
、
そ
ん
な
式
典
・
講
演
に
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

広
報
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
笠
井
健
弘
で
す
。

　

全
国
か
ら
多
く
の
青
年
部
会
員
の
皆
様

が
山
梨
へ
お
越
し
い
た
だ
け
る
よ
う
、
事

前
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
会
場
案
内
図
や
観
光
案
内
を
作

成
し
、
山
梨
を
存
分
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
と
同
時
に
、
当
日
は
ス
ム
ー
ズ
に
ご
参

加
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

仙台局連青年部会長サミット広島県青年の集い

女
性
部
会 

交
流
委
員
長 

岸
本
　
敏
江

− 4−



公
益
社
団
法
人
甲
府
法
人
会

令
和
７
年
度 

事
業
計
画

　

 

● 

基
本
方
針

 

１
．�「
税
の
オ
ピニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
企
業

の
発
展
を
支
援
し
、
地
域
振
興
に
寄
与
し
、

国
と
社
会
の
繁
栄
に
貢
献
す
る
」
と
の
理

念
の
も
と
、「
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」、

会
員
の
研
鑽
を
支
援
す
る
「
研
修
活
動
」、

地
域
振
興
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
「
地
域

社
会
貢
献
活
動
」
を
大
き
な
３
つ
の
柱
と

し
て
活
動
す
る
。

 

２
．�

支
部
ブ
ロッ
ク
の
活
動
を
強
化
し
、
組
織
力

の
強
化
と
会
員
増
強
に
取
り
組
む
。

 

３
．�

児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し
た
租
税
教
育
活

動
の
充
実
を
図
る
。

 

４
．�

税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
へ
の
協
力
と
納

税
者
の
利
便
性
向
上
の
観
点
か
ら
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
の
定
着
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
促
進
、ｅ
－
Ｔａｘ
（
国
税
電
子

申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
地

方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
）
の
利
用
促
進
に

強
化
し
て
取
り
組
む
。

 

５
．�（
一社
）山
梨
県
法
人
会
連
合
会（
以
下「
県

連
」
と
い
う
）
と
の
連
携
強
化
を
図
る
。

 

６
．�

公
益
法
人
と
し
て
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
確
保
、

財
務
基
準
の
達
成
に
取
り
組
む
。

 　
　

�

特
に
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
新
し
い
公
益

法
人
制
度
に
対
応
す
る
。

 

７
．�

１１
月
に
開
催
さ
れ
る
「
第
３９
回
法
人
会
全

国
青
年
の
集
い　

山
梨
大
会
」
の
運
営
に
つ

い
て
、
青
年
部
会
を
中
心
に
協
力
す
る
。

 

● 

主
な
事
業
計
画

Ⅰ
公
益
目
的
事
業

１
．
税
に
関
す
る
事
業

⑴
税
知
識
の
普
及
・
税
の
啓
発
活
動
（
公
１
）

①
新
設
法
人
説
明
会

　

�　

新
た
に
設
立
さ
れ
た
法
人
を
対
象
に
、
税

務
上
必
要
な
申
請
届
出
等
の
手
続
き
や
、
事

業
開
始
に
際
し
て
の
法
人
税
法
上
の
留
意
点

等
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
を
促
す
こ
と
を
目

的
に
開
催
す
る
。

②
決
算
法
人
説
明
会

　

�　

決
算
月
を
迎
え
た
法
人
を
対
象
に
、
税
制

改
正
事
項
等
決
算
手
続
き
を
行
う
に
あ
た
っ

て
の
留
意
点
等
を
説
明
し
、
適
正
な
法
人
税

等
の
申
告
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

す
る
。

③�

源
泉
部
会
講
習
会（
知
ら
な
い
と
損
す
る
！

給
与
計
算
実
務
セ
ミ
ナ
ー
）

　

�　

源
泉
所
得
税
の
適
正
な
徴
収
を
行
う
た

め
、
改
正
税
法
の
要
点
や
経
理
事
務
に
お
い

て
留
意
す
べ
き
事
項
等
に
つ
い
て
、
実
務
担

当
の
資
質
向
上
を
目
的
に
開
催
す
る
。

　

・�
ｅ
－
Ｔ
ａ
ｘ
の
ほ
か
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
エ

ル
タ
ッ
ク
ス
・
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ

ム
）
に
よ
る
地
方
税
の
申
告
・
納
税
の
手

続
き
の
説
明
も
行
う

　

・
社
会
保
険
の
内
容
を
取
り
入
れ
る
。

　

・�

会
場
参
加
に
加
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
を

取
り
入
れ
る
。

④
税
務
関
連
セ
ミ
ナ
ー

　

・�

新
設
法
人
に
対
し
て
、
税
及
び
経
営
に
関

す
る
シ
リ
ー
ズ
の
研
修

⑤�

そ
の
他
税
に
関
す
る
説
明
会
・
研
修
会
・
講

演
会
・
セ
ミ
ナ
ー
等

⑥
税
務
に
関
す
る
教
材
・
資
料
の
活
用

　

�　

全
法
連
テ
キ
ス
ト
を
会
員
に
配
付
す
る
と

と
も
に
説
明
会
に
お
い
て
研
修
テ
キ
ス
ト
と

し
て
使
用
す
る
。
ま
た
、
全
法
連
斡
旋
図
書

等
を
購
入
し
て
会
員
に
提
供
す
る
。

⑦�

企
業
の
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向
上
の
た

め
の
取
り
組
み

　

�　

全
法
連
作
成
の
「
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
（
国
税
庁
の
後
援
）
を
各
種
説
明
会

等
の
参
加
者
に
配
付
し
、
各
企
業
で
の
活
用

を
依
頼
す
る
な
ど
企
業
の
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
向
上
に
取
り
組
む
。

⑧
租
税
教
育
活
動

　

�　

甲
府
税
務
署
管
内
の
児
童
・
生
徒
を
対
象

に
、
税
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
う
た
め
、

甲
府
税
務
署
の
協
力
を
得
て
、
以
下
の
活
動

を
実
施
す
る
。

　

・�

青
年
部
会
・
女
性
部
会
主
管
に
よ
る
小
学

校
で
の
税
金
教
室
（
対
象
校
の
拡
大
）

　

・�

青
年
部
会
主
管
に
よ
る
租
税
教
育
イ
ベ
ン

ト

　

・「
小
学
生
の
税
に
関
す
る
習
字
展
」

　

・�「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」（
国

税
庁
後
援
）

⑨�

甲
府
税
務
署
・
地
方
公
共
団
体
・
金
融
機
関

と
連
携
し
た
ｅ
－
Ｔ
ａ
ｘ
・
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の

普
及
促
進
な
ど
、
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

推
進
す
る
。

　

�　

関
係
機
関
と
連
携
し
、
ｅ
－
Ｔ
ａ
ｘ
（
国

税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）・
ｅ
Ｌ
Ｔ

Ａ
Ｘ
（
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
）
の
普
及

定
着
を
様
々
な
機
会
に
広
く
納
税
者
に
Ｐ
Ｒ

す
る
。

⑩�「
税
の
無
料
相
談
会
」の
開
催

　

�　

東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部
の
協
力
を

得
て
、
会
員
、
非
会
員
を
問
わ
ず
、
法
人
個

人
の
税
務
全
般
に
関
す
る
無
料
の
税
務
相
談

会
を
開
催
す
る
。

⑪�「
全
国
青
年
の
集
い
」及
び「
全
国
女
性
フ
ォ
ー

ラ
ム
」へ
の
参
加

　

�　

全
国
の
青
年
経
営
者
、
女
性
経
営
者
が
一

堂
に
会
し
、
租
税
教
育
の
あ
り
方
や
地
域
社

会
の
健
全
な
発
展
な
ど
、
法
人
会
の
目
指
す

目
的
達
成
の
た
め
の
情
報
交
換
や
意
見
交
換

の
場
に
代
表
者
を
派
遣
し
、
当
会
の
事
業
活

動
に
反
映
す
る
。

⑵
税
制
改
正
提
言
活
動
（
公
１
）

　

�　

地
域
経
済
の
担
い
手
で
あ
る
中
小
企
業
の

活
性
化
と
公
平
・
中
立
・
簡
素
な
税
制
に
関

す
る
提
言
を
行
う
た
め
、
会
員
そ
の
他
か
ら

税
制
に
関
す
る
意
見
要
望
を
汲
み
上
げ
、
県

連
経
由
で
全
法
連
が
取
り
ま
と
め
た
「
令
和

８
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」
を
首
長
、

議
会
議
長
に
提
出
し
、
そ
の
実
現
を
図
る
。

①�

税
制
改
正
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
実
施

及
び
要
望
書
の
提
出

　

・�

全
法
連
作
成
の
「
税
制
改
正
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
全
会
員
対
象
に
実
施
す
る
。

　

※�「
税
制
改
正
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
へ

の
回
答
に
つ
い
て
は
、「
法
人
会
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
シ
ス
テ
ム
」
か
ら
の
回
答
を
推
進

す
る
。

　

・�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
掲
載
し

て
広
く
一
般
か
ら
も
意
見
を
募
る
。

　

・�

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
意
見
等
を
参
考
に
甲

府
法
人
会
の
「
令
和
８
年
度
税
制
改
正
に

関
す
る
提
言
」
を
作
成
し
て
山
梨
県
連
に

提
出
す
る
。

②�

法
人
会
全
国
大
会（
税
制
改
正
に
関
す
る
提

言
を
確
認
）へ
の
参
加

③�

税
制
改
正
事
項
の
実
現
の
た
め
の
要
望
活
動

　

・�

全
法
連
に
お
い
て
決
定
し
た
令
和
８
年
度

税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
の
実
現
に
向
け

て
、
管
内
自
治
体
（
６
市
１
町
）
を
訪
問

し
て
税
制
改
正
要
望
活
動
を
実
施
し
、
税

制
改
正
へ
の
協
力
を
要
請
す
る
。

④�

全
法
連
が
主
催
す
る「
税
制
セ
ミ
ナ
ー
」へ
の

積
極
的
な
参
加

⑤
税
制
に
関
す
る
勉
強
会
の
実
施

⑶
広
報
活
動
（
公
１
）

①�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
広
報
誌
に
よ
る
租
税
関

係
情
報
の
広
報

　

�　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
内
容
の
充
実
を
図

り
、
各
種
研
修
会
等
を
会
員
お
よ
び
広
く
一

般
に
も
公
開
す
る
。
ま
た
マ
ス
コ
ミ
等
も
活

用
し
、
研
修
会
等
の
募
集
案
内
を
行
う
。

②「
甲
府
法
人
会
た
よ
り
」の
発
行

　

�　

税
に
関
す
る
情
報
や
公
益
事
業
活
動
を
中

心
に
編
集
し
た
広
報
誌
「
甲
府
法
人
会
た
よ

り
」
を
年
４
回
発
行
す
る
。

③
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
利
用
し
た
広
報
活
動

　

�　

税
に
つ
い
て
の
理
解
と
啓
発
を
促
す
た
め

に
、「
税
金
教
室
」
や
「
青
少
年
育
成
体
験

教
室
」
等
を
利
用
す
る
。

④
ラ
ジ
オ
広
告
・
バ
ス
広
告
等
の
利
用

　

�　

ラ
ジ
オ
広
告
・
バ
ス
広
告
な
ど
を
利
用
し

て
、「
税
を
考
え
る
週
間
」
等
の
周
知
、
ｅ

－
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
促
進
、
確
定
申
告
の
早
期

手
続
き
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
す
る
。

⑤�

マ
ス
媒
体
な
ど
を
活
用
し
た
法
人
会
の
周
知

活
動

　

�　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な
ど
を
通
じ
て
、
法
人
会

を
広
く
経
営
者
に
周
知
を
行
う
。
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２
．
地
域
社
会
貢
献
事
業

⑴
本
会
主
管
活
動
（
公
２
）

①�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
の
利
用
推
進

②
福
祉
施
設
等
へ
の
寄
贈
活
動

⑵�

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
利
用
し
た
税
の
啓
発
活
動

の
実
施

①「
税
金
教
室
」等
を
利
用
す
る
。

②
青
少
年
向
け
の
体
験
教
室
を
活
用
す
る
。

　
（�

県
内
４
法
人
会
共
催
の
「
サ
ッ
カ
ー･

税

金
教
室
」、「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
税
金

教
室
」）

⑶�

広
く
一
般
を
対
象
と
し
た
講
演
会
等
の
開
催

（
オ
ン
ラ
イ
ン
も
活
用
す
る
）

①
企
業
経
営
に
関
す
る
研
修

②�

企
業
の
事
務
合
理
化
を
図
る
た
め
の
セ
ミ

ナ
ー

③
県
連
と
共
催
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

⑷�

山
梨
県
連
主
催
の
講
演
会
・
研
修
会
・
セ
ミ

ナ
ー
等
に
参
加
協
力

　

�　

甲
府
法
人
会
と
し
て
参
加
者
の
募
集
協
力

を
行
う
。

①
新
春
講
演
会

②
そ
の
他

⑸
青
年
部
会
・
女
性
部
会
主
管
活
動
（
公
２
）

①
福
祉
施
設
等
へ
の
寄
贈
活
動

②「
富
士
山
ク
リ
ー
ン
作
戦
」へ
の
参
加

③
福
祉
施
設
へ
の
慰
問
活
動

Ⅱ
収
益
事
業
等

１
．
収
益
事
業

⑴
不
動
産
賃
貸
関
係
（
収
１
）

①�

公
益
目
的
事
業
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、

自
己
所
有
資
産
で
あ
る
甲
府
法
人
会
館
の
一

部
お
よ
び
駐
車
場
の
賃
貸
、
会
館
の
維
持
管

理
運
営

②�

登
録
有
形
文
化
財
で
あ
る
甲
府
法
人
会
館
の

見
学
希
望
者
へ
の
対
応

③�

山
梨
県
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
等
へ
の
協

力
２
．
会
員
支
援
事
業
等

⑴
福
利
厚
生
関
係
（
他
１
）

　

�　

全
法
連
が
取
り
組
む
「Challenge

（
チ
ャ

レ
ン
ジ
）
１
０
０
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い

て
、
甲
府
法
人
会
に
お
い
て
も
法
人
会
福
利

厚
生
制
度
協
力
３
社
と
連
携
し
て
積
極
的
な

推
進
を
図
る
。

〈
具
体
的
推
進
施
策
〉

①�

役
員
を
中
心
に
法
人
会
福
利
厚
生
制
度
の
紹

介
運
動
を
展
開
す
る

②�「
経
営
者
大
型
総
合
保
障
制
度
」
の
役
員
企

業
加
入
率
７０
％
と
法
人
会
福
利
厚
生
制
度
商

品
の
収
入
保
険
料
前
年
対
比
１００
％
以
上
の
確

保
を
目
指
す

③�

ブ
ロ
ッ
ク
役
員
会
や
事
務
局
の
外
訪
活
動
を

通
じ
、
会
員
増
強
と
あ
わ
せ
た
制
度
の
推
進

④�

青
年
部
会
・
女
性
部
会
と
連
携
し
た
推
進

⑤�

法
人
会
福
利
厚
生
制
度
協
力
３
社
と
連
携
し

た
推
進

⑥�

機
関
誌「
甲
府
法
人
会
た
よ
り
」を
活
用
し
た

制
度
の
周
知

⑦�
法
人
会
新
規
入
会
先
に
対
す
る
法
人
会
福
利

厚
生
制
度
の
紹
介
を
行
な
う

　
（�「
新
入
会
員
歓
迎
研
修
会
・
交
流
会
」
を
活

用
）

⑵
会
員
の
支
援
・
増
強
関
係
（
他
２
）

　

�　

組
織
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、
会
員
の

増
加
を
目
標
と
し
て
、
地
域
単
位
、
業
種
・

業
界
単
位
の
活
動
を
推
進
し
、
組
織
力
の
更

な
る
強
化
を
図
る
。

〈
目
標
〉

　

�　
正
会
員
数
の
純
増
を
目
標
と
し
、
役
員
・

支
部
役
員
が
１
人
１
社
以
上
を
獲
得
し
て
正

会
員
３
，
０
０
０
社
の
回
復
を
目
指
す
。

〈
具
体
的
施
策
〉

①�

９
月
か
ら
１２
月
を「
会
員
増
強
月
間
」と
設
定

し
、
新
規
加
入
会
員
増
強
運
動
を
実
施

②�

ブ
ロ
ッ
ク
役
員
会
及
び
研
修
会
を
継
続
実
施

し
、
会
員
増
強
目
標
の
認
識
を
共
有

③�

説
明
会
・
研
修
会
等
に
参
加
の
未
加
入
法
人

に
対
す
る
積
極
的
な
加
入
勧
奨

④
税
務
当
局
及
び
会
員
間
の
交
流
会
の
実
施

　

�　

税
務
当
局
と
の
相
互
信
頼
関
係
の
強
化
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
醸
成
及
び
会
員
間

の
異
業
種
交
流
を
目
的
に
交
流
会
等
を
開
催

す
る
。

⑤�

新
入
会
員
を
対
象
に「
新
入
会
員
歓
迎
研
修

会
・
交
流
会
」を
開
催
し
、
税
務
等
の
研
修

会
や
交
流
会
を
行
な
う

⑥
税
理
士
会
へ
の
会
員
獲
得
協
力
要
請
を
実
施

⑦�

法
人
会
福
利
厚
生
制
度
協
力
３
社
と
の
連
携

を
強
化
し
、
制
度
の
推
進
と
あ
わ
せ
た
加
入

勧
奨

⑧
事
務
局
の
外
訪
活
動
に
よ
る
加
入
勧
奨

⑨
賛
助
会
員
の
加
入
勧
奨

⑩
既
存
会
員
の
退
会
防
止

　

�　

退
会
申
し
出
先
に
は
、
加
入
推
奨
者
、
支

部
役
員
、
事
務
局
等
が
連
携
し
て
会
員
継
続

の
交
渉
を
行
う

⑪�

他
県
の
法
人
会
員
が
甲
府
法
人
会
管
内
に
転

入
し
た
際
の
加
入
勧
奨

⑫�

甲
府
法
人
会
管
内
の
会
員
が
県
外
等
に
転
出

し
た
際
、
全
法
連
を
通
じ
て
情
報
を
提
供

⑬
支
部
・
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
の
検
討

⑭
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
の
利
用
推
進

　

�　

甲
府
法
人
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク

セ
ス
し
、
会
員
は
パ
ス
ワ
ー
ド
等
を
入
力
す

る
こ
と
に
よ
り
全
て
の
セ
ミ
ナ
ー
内
容
が
視

聴
可
能

⑮
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
活
用

　

�　

税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向
上
の
た
め
全

法
連
が
作
成
し
て
い
る
「
自
主
点
検
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
」（
日
税
連
監
修
：
国
税
庁
後
援
）

の
活
用
を
促
進
す
る
。
ま
た
会
報
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
周
知
を
図
る
。

　

�　

税
務
署
に
提
出
す
る
「
法
人
事
業
概
況
説

明
書
」
の
「
社
内
監
査
」
欄
に
「
自
主
点
検

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
い
る
旨
を

記
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。「
自
主

点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
の
活
用
は
法
人
会

加
入
の
メ
リ
ッ
ト
に
も
資
す
る
た
め
、
加
入

勧
奨
に
活
用
す
る
。

⑶
青
年
部
会
・
女
性
部
会
活
動
の
活
性
化

　
�　

部
会
独
自
の
活
動
を
は
じ
め
、
本
会
の
活

動
の
執
行
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
と

と
も
に
法
人
会
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。

①�

部
会
員
の
拡
大
、
部
会
員
相
互
の
親
睦
を
図

る
事
業
等
の
開
催

　

�　

特
に
青
年
部
会
に
お
い
て
は
、「
法
人
会

全
国
青
年
の
集
い
（
山
梨
大
会
）」
の
開
催

準
備
の
た
め
、
積
極
的
な
部
会
員
の
拡
大
を

行
う
。

②�

租
税
教
育
に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
講
師

を
担
当
す
る
部
会
員
の
育
成

③�

施
設
な
ど
の
訪
問
を
通
じ
て
女
性
部
会
活
動

の
披
露
と
法
人
会
の
Ｐ
Ｒ

Ⅲ
会
務
運
営
事
業
（
法
人
会
計
）

１
．
各
種
会
議
の
開
催

⑴
定
時
総
会
、
理
事
会
、
正
副
会
長
会

⑵�

総
務
委
員
会
、
広
報
委
員
会
、
税
制
委
員
会
、

研
修
委
員
会
、
厚
生
委
員
会
、
組
織
委
員
会

⑶�

源
泉
部
会
、
青
年
部
会
、
女
性
部
会
の
各
役

員
会

⑷
ブ
ロ
ッ
ク（
支
部
）の
役
員
会

２
．
公
益
法
人
制
度
改
革
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

�　

本
年
４
月
、
新
し
い
公
益
法
人
制
度
が
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
対
応

３
．
外
部
団
体
と
の
連
携

⑴�

甲
府
税
務
署
等
が
主
催
す
る
諸
会
議
へ
の
出

席
４
．
全
法
連
主
催
の
行
事
へ
の
参
加

⑴
講
演
会
・
セ
ミ
ナ
ー

①
全
国
大
会
記
念
講
演
会
（
高
知
大
会
）

②�

全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
記
念
講
演
会
（
北
海

道
大
会
）

③
全
国
青
年
の
集
い
記
念
講
演
会
（
山
梨
大
会
）

④
税
制
セ
ミ
ナ
ー

⑤
事
務
局
セ
ミ
ナ
ー

５
．
全
法
連
事
業
及
び
県
連
事
業
へ
の
協
力
等

⑴
全
法
連
事
業

①
全
法
連
が
主
催
す
る
諸
会
議
へ
の
出
席

②�「
法
人
会
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
シ
ス
テ
ム
」登
録

者
増
加
へ
の
協
力

③�「
い
ち
ご
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
節
電
へ
の
取
り

組
み
）と「
食
品
ロ
ス
削
減
」の
周
知
に
協
力

④�

全
法
連
が
新
た
に
設
置
す
る「
健
康
経
営
委

員
会
」へ
の
対
応

⑵
県
連
事
業

①
県
連
が
主
催
す
る
諸
会
議
へ
の
出
席

②�「
法
人
会
全
国
青
年
の
集
い
（
山
梨
大
会
）」

へ
の
協
力

６
．
事
務
局
強
化

⑴
事
務
局
職
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
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こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
使
用
人
に

対
し
て
も
実
質
上
業
務
執
行
権
を
付
与

す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
取
締
役
会

で
決
議
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
者
も
一
定
の
範
囲
で
は
あ
り
ま
す
が

業
務
執
行
権
を
有
す
る
者
と
な
り
ま
す
。

４
．執
行
役
と
執
行
役
員

　

執
行
役
と
は
指
名
委
員
会
等
設
置
会

社
に
お
い
て
は
業
務
執
行
を
す
る
者
を

取
締
役
と
は
別
に
取
締
役
会
で
選
任
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
、
取
締
役
も

兼
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
取
締
役
で

な
い
者
も
選
任
さ
れ
ま
す
。
執
行
役
は
会

社
法
上
の
役
員
で
は
な
い
が
取
締
役
会

か
ら
委
任
を
受
け
て
、
業
務
執
行
を
担
当

す
る
会
社
法
上
の
機
関
で
す
。
執
行
役
が

複
数
名
い
る
と
き
は
代
表
執
行
役
も
選

任
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
指
名
委
員
会
等

設
置
会
社
は
上
場
会
社
の
中
で
も
数
少

な
く
、
上
場
会
社
以
外
の
会
社
で
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

通
常
の
取
締
役
会
設
置
会
社
に
お
い

て
選
任
さ
れ
る
業
務
執
行
権
限
を
付
与

さ
れ
る
者
は
「
執
行
役
員
」
で
す
。
こ
の

執
行
役
員
に
は
取
締
役
も
又
取
締
役
で

な
い
従
業
員
も
就
任
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
一
般
に
執
行
役
と
い
っ
て
い
る
も

の
は
こ
の
「
執
行
役
員
」
の
こ
と
で
す
。

取
締
役
会
の
業
務
執
行
権
と

代
表
取
締
役
社
長
、
副
社
長
、
専
務
、

常
務
と
執
行
役
員
の
業
務
執
行
権

弁
護
士    

古
屋
　
俊
仁

古
屋
法
律
会
計
事
務
所

１
．取
締
役
の
権
限

　

株
式
会
社
は
法
律
で
取
締
役
会
を
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
会
社
以
外
で
も

定
款
の
定
め
に
よ
り
取
締
役
会
を
置
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

取
締
役
会
設
置
会
社
に
お
い
て
は
、
３

人
以
上
の
取
締
役
で
構
成
さ
れ
る
機
関

と
し
て
の
取
締
役
会
が
、
そ
の
決
議
に
よ

り
、
①
会
社
の
業
務
執
行
の
決
定
を
行

い
、
そ
の
決
定
を
執
行
す
る
代
表
取
締
役

又
は
代
表
取
締
役
以
外
の
業
務
執
行
取

締
役
を
選
定
し
、権
限
を
委
任
し
、か
つ
、

②
そ
の
者
の
職
務
の
執
行
を
監
督
す
る
、

と
い
う
組
織
の
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
取

締
役
の
職
務
は
、
①
取
締
役
会
に
参
加
す

る
こ
と
を
通
じ
て
、
重
要
な
業
務
執
行
の

決
定
を
行
い
、
業
務
執
行
を
実
行
す
る
者

を
選
任
し
、
②
業
務
執
行
を
し
た
者
の
業

務
執
行
行
為
を
監
督
す
る
、
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
取
締
役
に
業
務
を

執
行
す
る
権
限
が
当
然
に
法
律
上
付
与

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

2
．業
務
執
行
取
締
役

　

業
務
執
行
取
締
役
と
は
、
取
締
役
会
で

選
任
さ
れ
た
①
代
表
取
締
役
（
代
表
取
締

役
に
は
業
務
執
行
権
が
あ
る
と
解
さ
れ

て
い
ま
す
（
会
社
法
３
６
２
条
３
項
））、

②
代
表
取
締
役
以
外
の
取
締
役
で
あ
っ

て
取
締
役
会
の
決
議
に
よ
り
一
定
の
業

務
執
行
事
項
に
つ
き
業
務
執
行
の
決
定
・

行
為
を
委
任
さ
れ
て
い
る
者
、
ま
た
は
、

③
代
表
取
締
役
か
ら
一
部
の
行
為
を
委
任

さ
れ
る
な
ど
に
よ
り
会
社
の
業
務
を
執
行

す
る
そ
の
他
の
取
締
役
、
を
い
い
ま
す
。

　

取
締
役
会
設
置
会
社
に
お
い
て
は
、
①

の
み
が
必
ず
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

業
務
執
行
取
締
役
で
あ
り
、
他
は
法
律
上

必
置
な
機
関
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
②
、
③

に
つ
い
て
は
取
締
役
副
社
長
、
専
務
取
締

役
、
常
務
取
締
役
等
の
定
款
で
定
め
ら
れ

た
肩
書
き
を
有
す
る
例
が
多
い
で
す
。
し

か
し
こ
れ
ら
の
者
と
会
社
と
の
間
に
雇

用
契
約
は
な
い
の
で
使
用
人
兼
務
役
員

と
は
異
な
り
ま
す
。

３
．使
用
人
兼
務
役
員
な
ど

　

使
用
人
の
地
位
を
有
し
か
つ
取
締
役

の
地
位
を
有
す
る
者
が
い
ま
す
。
使
用
人

の
地
位
を
有
し
て
い
ま
す
の
で
会
社
と

の
間
に
雇
用
契
約
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
点

が
２
の
業
務
執
行
取
締
役
と
は
異
な
り

ま
す
。
取
締
役
営
業
部
長
・
取
締
役
工
場

長
な
ど
の
名
称
が
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
者

も
取
締
役
会
で
選
任
さ
れ
、
一
定
の
範
囲

の
業
務
執
行
取
締
役
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

取
締
役
で
な
い
使
用
人
が
営
業
部
長
、

工
場
長
な
ど
の
地
位
を
有
し
た
場
合
、
取

締
役
で
は
な
い
の
で
業
務
執
行
取
締
役

と
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
会
社
法
３

６
２
条
４
項
３
号
は
「
支
配
人
そ
の
他
の

重
要
な
使
用
人
の
選
任
及
び
解
任
」
は
取

締
役
会
で
決
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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会
社
法
上
役
員
と
は
取
締
役
、
監
査
役
を

い
い
ま
す
が
、
執
行
役
員
は
会
社
法
上
役

員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
会
社
法
に
は
何

ら
の
規
定
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
取
締
役
会

で
取
締
役
又
は
使
用
人
に
対
し
業
務
執

行
権
限
を
付
与
し
て
執
行
役
員
制
度
を

導
入
す
る
こ
と
は
会
社
法
上
何
ら
差
し

支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

５
．執
行
役
員
が
選
任
さ
れ
る
理
由

　

大
会
社
で
は
、
１０
年
前
く
ら
い
ま
で
取

締
役
会
の
構
成
員
で
あ
る
取
締
役
の
数

が
か
な
り
多
く
選
任
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
近
年
、
取
締
役
会
の
実
質
の
審
議
の

充
実
や
効
率
を
重
視
し
取
締
役
数
を
相

当
少
な
く
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
少
数
の
取
締
役
が
業
務
執
行
の
意
思

決
定
と
業
務
執
行
の
双
方
を
担
う
こ
と

は
相
当
な
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
執
行

役
員
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

①
取
締
役
は
、
経
営
に
関
す
る
重
要
な
意

思
決
定
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
と
、
②
執
行
役
員
に
業
務

執
行
を
委
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
取
締
役

は
、
執
行
役
員
の
業
務
執
行
を
監
督
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
近
年
、
取
締
役
の
数
が
少
数

に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
優
秀
な
人

材
が
い
て
も
、
取
締
役
に
任
命
す
る
こ
と

パ
ズ
ル
・
数
独

パ
ズ
ル
・
数
独

７
つ
の
間
違
い
探
し

７
つ
の
間
違
い
探
し

［
ル
ー
ル
①
］

ま
だ
数
字
の
入
っ
て
い
な
い
マ
ス
に
、

１
か
ら
９
ま
で
の
数
字
の
ど
れ
か
を
ひ

と
つ
ず
つ
入
れ
ま
し
ょ
う
。

［
ル
ー
ル
②
］

タ
テ
の
列
、
ヨ
コ
の
列
、
太
線
で
囲
ま

れ
た
３
×
３
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
い
ず
れ
に

も
、
１
か
ら
９
ま
で
の
数
字
が
ひ
と
つ

ず
つ
入
る
よ
う
に
し
ま
す
。

【
問
題
】

二
重
枠
に
入
っ
た
数
字
の
合
計
は
い
く

つ
で
し
ょ
う
？

パ
ズ
ル
・
数
独【
答
え
】

５
（
２
＋
３
）

間
違
い
探
し【
答
え
】

①
丸
ち
ょ
う
ち
ん
の
数（
左
上
）

②
鼻
筋
の
く
ま（
左
上
）

③
提
灯
の
紋（
右
上
）

④
灯
籠
の
地
名（
右
中
）

⑤
着
物
の
柄（
左
下
）

⑥
半
円
形
の
三
里
あ
て（
中
下
）

⑦
影（
下
）

【
作
者
紹
介
】
神
谷
一
郎
（
か
み
や
・
い
ち
ろ
う
）

専
修
大
学
法
学
部
卒
業
後
、
漫
画
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
経
て

漫
画
家
に
。
現
在
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

と
し
て
、
雑
誌
・
広
告
・
水
彩
画
挿
絵
等
で
活
躍
中
。

【
作
者
紹
介
】
株
式
会
社
ニ
コ
リ

日
本
初
の
パ
ズ
ル
専
門
誌
「
パ
ズ
ル
通
信
ニ
コ

リ
」を
発
行
す
る
出
版
社
。
数
独
・
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
な
ど
の
パ
ズ
ル
を
メ
デ
ィ
ア
へ
提
供
す
る
コ

ン
テ
ン
ツ
メ
ー
カ
ー
で
も
あ
る
。
パ
ズ
ル
Ａ
Ｓ

Ｐ
「
ｅｰ

数
独
」
を
Ｂ 

to
Ｂ
向
け
に
リ
リ
ー
ス
。

右
の
絵
と
左
の
絵
に
は
相
違
点
が
７
か
所
あ
り
ま
す
。

見
つ
か
り
ま
す
か
な
？

が
困
難
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
執
行
役

員
は
、
会
社
法
上
の
機
関
で
は
な
い
で
す

か
ら
、
会
社
が
定
款
変
更
な
ど
の
手
続
き

を
経
る
必
要
も
な
く
、
取
締
役
会
決
議
に

よ
り
置
く
こ
と
が
で
き
、
株
主
総
会
の
決

議
も
又
商
業
登
記
の
必
要
も
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
執
行
役
員
制
度

を
導
入
す
る
会
社
が
多
く
な
っ
た
要
因

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

以
上
の
と
お
り
、
業
務
執
行
権
の
範
囲

に
つ
い
て
は
広
狭
の
違
い
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
範
囲
は
業
務
執
行
権
を
委
ね
る

取
締
役
会
の
決
議
や
そ
の
決
議
に
基
づ

い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
規
則
等
に
よ
り

定
ま
り
ま
す
が
、
法
律
に
規
定
の
な
い
事

柄
で
あ
り
ま
す
の
で
そ
の
範
囲
が
不
明

確
の
と
き
は
社
会
通
念
に
し
た
が
っ
て

解
釈
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

以
上
、
取
締
役
会
の
業
務
執
行
決
定

権
、
取
締
役
の
業
務
執
行
権
限
、
代
表
取

締
役
社
長
・
取
締
役
副
社
長
・
専
務
取
締

役
・
常
務
取
締
役
の
業
務
執
行
権
限
の
根

拠
、
取
締
役
で
は
な
い
従
業
員
の
執
行
役

員
の
業
務
執
行
権
の
有
無
と
そ
の
根
拠

等
に
つ
い
て
改
め
て
理
解
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
解
説
し

て
み
ま
し
た
。
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税
理
士

税
理
士    

    

田
中
　
秀
樹

田
中
　
秀
樹

ｅｰ

Ｔ
ａ
ｘ
導
入
の
際
の
ハ
ー
ド
ル
と

そ
の
対
策 

～
ご
利
用
の
メ
リ
ッ
ト
～

東
京
地
方
税
理
士
会
　
甲
府
支
部

ト
が
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

◦「
と
っ
つ
き
に
く
さ
」
の
正
体

　

先
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
ｅ
‒
Ｔ
ａ
ｘ

の
導
入
自
体
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。
問
題
は
、
国
税
庁
が
提
供
し

て
い
る
ｅ
‒
Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
の
使
い
勝
手

が
あ
ま
り
良
く
な
い
と
い
う
点
で
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵
を
十
分
に
受
け

る
た
め
に
は
、
デ
ー
タ
形
式
の
も
の
は
最

後
ま
で
デ
ー
タ
の
ま
ま
利
用
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、
ｅ
‒
Ｔ
ａ
ｘ
ソ

フ
ト
を
利
用
し
て
申
告
書
類
を
作
成
し

よ
う
と
す
る
と
、
多
く
の
部
分
を
再
び
手

入
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
も

ち
ろ
ん
、
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
等
で
作
成
し
た
Ｃ

Ｓ
Ｖ
形
式
で
の
提
出
も
可
能
な
帳
表
類

も
多
く
あ
る
の
で
す
が
、
指
定
す
る

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
や
コ
ー
ド
番
号
な
ど
が

細
か
く
定
め
ら
れ
て
お
り
、
結
局
そ
こ
に

合
わ
せ
る
た
め
の
手
作
業
が
多
く
生
じ

て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
も
、
肝
心
の
ｅ
‒

Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
の
操
作
性
は
あ
ま
り
良

い
も
の
と
は
い
え
ず
、
わ
か
り
に
く
い
部

分
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

結
局
、
そ
ん
な
手
間
を
か
け
る
の
で
あ

れ
ば
、
ｅ
‒
Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
に
入
力
す
る

前
の
確
定
申
告
書
を
そ
の
ま
ま
紙
で
提

　

国
税
庁
は
現
在
、「
あ
ら
ゆ
る
税
務
手

続
が
税
務
署
に
行
か
ず
に
で
き
る
社
会
」

を
標
榜
し
、
税
務
行
政
の
Ｄ
Ｘ
化
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
確
定

申
告
、
納
税
に
つ
い
て
ｅ
‒
Ｔ
ａ
ｘ
（
国

税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）
の
利
用

を
強
く
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

　
ｅ
‒
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
に
は
非
常
に
多
く

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
大
変
お

勧
め
で
き
る
も
の
な
の
で
す
が
、
い
ざ
導

入
を
進
め
よ
う
と
す
る
と
、
そ
こ
に
は
デ

ジ
タ
ル
化
の
最
初
の
一
歩
に
お
い
て
多

く
見
ら
れ
る
「
と
っ
つ
き
に
く
さ
」
が
存

在
し
ま
す
。

　

こ
の
ｅ
‒
Ｔ
ａ
ｘ
の
導
入
を
阻
む

「
と
っ
つ
き
に
く
さ
」
を
中
心
と
し
て
、

ｅ
‒
Ｔ
ａ
ｘ
利
用
の
メ
リ
ッ
ト
や
諸
問
題

に
つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

◦
導
入
費
用

　
ｅ
‒
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
を
始
め
る
だ
け
で

し
た
ら
、
実
は
そ
れ
ほ
ど
費
用
は
掛
か
り

ま
せ
ん
。

　

必
要
な
も
の
は
、
①
ｅ
‒
Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ

ト
、
②
電
子
証
明
書
、
③
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
と
な
り
ま
す
が
、
①
に
つ
い
て

は
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
よ
り
無
料
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
出
来
ま
す
し
、
②
は
法
人
代
表
者

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
利
用
で
き

ま
す
。
③
に
つ
い
て
は
家
電
量
販
店
な
ど

で
数
千
円
か
ら
購
入
で
き
ま
す
の
で
、
導

入
コ
ス
ト
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
の

で
す
。

　

し
か
し
後
述
し
ま
す
が
、
実
は
こ
れ
だ

け
で
は
今
一
つ
使
い
勝
手
が
良
く
あ
り

ま
せ
ん
。
利
便
性
を
考
え
ま
す
と
、
導
入

に
伴
い
も
う
少
し
コ
ス
ト
が
生
ず
る
場

合
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

◦
ｅ‒

Ｔ
ａ
ｘ
利
用
の
メ
リ
ッ
ト

　

税
務
署
や
金
融
機
関
に
出
向
か
ず
に

済
む
と
い
う
点
は
、
や
は
り
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。

　

申
告
書
類
の
電
子
的
な
提
出
の
み
な

ら
ず
、
納
税
証
明
書
な
ど
各
種
証
明
書
類

の
取
得
も
ｅ
‒
Ｔ
ａ
ｘ
を
通
じ
て
電
子
的

に
受
領
す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。
ま
た
、

ｅ
‒
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
開
始
に
伴
い
、「
ダ

イ
レ
ク
ト
納
付
」
と
い
う
納
税
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
も
可
能
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

事
前
に
税
務
署
に
届
出
を
行
う
こ
と
で
、

税
金
が
口
座
振
替
に
よ
っ
て
自
動
で
引

き
落
と
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
法
人
税

や
消
費
税
、
源
泉
所
得
税
な
ど
す
べ
て
の

税
目
の
納
付
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

操
作
で
完
結
す
る
仕
組
み
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
基
本
的
に
24

時
間
利
用
可
能
で
す
の
で
、
税
務
署
や
金

融
機
関
窓
口
の
営
業
時
間
な
ど
に
追
わ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ｅ
‒
Ｔ
ａ
ｘ

の
利
用
に
伴
い
、
申
告
書
類
の
提
出
の
み

な
ら
ず
、
納
税
関
係
に
も
大
き
な
メ
リ
ッ
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出
し
て
し
ま
え
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、
と

考
え
て
し
ま
う
の
も
致
し
方
あ
り
ま
せ

ん
。
か
く
し
て
、
一
向
に
ｅ
‒
Ｔ
ａ
ｘ
に

「
と
っ
つ
く
」
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。

◦
対
策

　

国
税
庁
提
供
の
ｅ
‒
Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
を

単
体
で
利
用
し
よ
う
と
し
ま
す
と
、
前
述

の
よ
う
な
使
い
勝
手
の
悪
さ
が
目
立
ち

ま
す
。
や
は
り
、
こ
れ
を
快
適
に
利
用
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
み
な
さ
ま
が
普
段
業
務

で
利
用
さ
れ
る
会
計
や
財
務
ソ
フ
ト
な

ど
と
、
ｅ
‒
Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
と
の
間
で
の

デ
ー
タ
連
携
を
円
滑
に
行
え
る
体
制
を

整
え
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

ベ
ン
ダ
ー
か
ら
は
ｅ
‒
Ｔ
ａ
ｘ
対
応
の

会
計
、
財
務
ソ
フ
ト
な
ど
が
多
く
提
供
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
と
併
せ
て
独
自
開

発
の
ｅ
‒
Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
そ
の
も
の
を
提

供
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
導
入

コ
ス
ト
は
幾
分
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
周
辺
シ
ス
テ
ム
の
整
備
も
併

せ
て
行
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

帳
簿
の
作
成
か
ら
電
子
申
告
ま
で
、
一

筆
書
き
で
行
え
る
環
境
が
整
う
こ
と
が
、

ｅ
‒
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
上
で
の
一
番
の

メ
リ
ッ
ト
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

◦
お
わ
り
に

　
ｅ
‒
Ｔ
ａ
ｘ
は
多
く
の
利
便
性
を
併
せ

持
つ
シ
ス
テ
ム
で
す
。
最
初
の
「
と
っ
つ

き
に
く
さ
」
を
乗
り
越
え
れ
ば
、
水
が
流

れ
始
め
た
水
車
の
よ
う
に
、
そ
の
利
便
性

は
ど
ん
ど
ん
加
速
し
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

で
す
の
で
、
何
で
も
い
い
の
で
取
り
敢

え
ず
利
用
し
て
み
る
と
い
う
の
も
一
つ

の
方
法
で
す
。
例
え
ば
国
税
庁
が
提
供
す

る
ｅ
‒
Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
で
も
、
源
泉
所
得

税
の
電
子
申
告
と
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
だ

け
で
し
た
ら
、
特
に
使
い
勝
手
は
悪
く
あ

り
ま
せ
ん
し
、
む
し
ろ
便
利
で
す
。
少
し

で
も
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
す
る
こ
と

が
、「
と
っ
つ
き
に
く
さ
」
を
乗
り
越
え

る
最
初
の
一
歩
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

水
車
を
回
す
最
初
の
一
滴
と
し
て
、
ま

ず
は
源
泉
所
得
税
の
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付

に
挑
戦
し
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
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税 務 署 からのお知らせ

税務署窓口での 国税の納付  は  ９時〜１６時  までにお願いしていますが、

令和７年４月14日からは 納税証明書交付請求手数料の納付  を含め

までにお願いいたします

９時〜１５時
国税の納付はキキャッシュレス納ャッシュレス納付付が便利です

振替納税（口座振替） ダイレクト納付

個人事業者の方

申告所得税 源泉所得税 法人税消費税及び地方
消費税（個人）

消費税及び地方
消費税（法人）

法人の方

【利用可能税目】
　申告所得税
　消費税及び地方消費税（個人）
【納付方法】
　振替日に預貯金口座から自動的

4 4 4

に
　引落し
【開始手続】
　振替依頼書の提出
　※オンラインによる提出も可能
【オススメな方】
　毎年確定申告を提出する
　個人事業者

4 4 4 4 44

【利用可能税目】
　�電子申告が可能な税目（源泉所得税、法人税、
申告所得税、消費税及び地方消費税など）

【納付方法】
　即時

4 4

又は指定した期日
4 4 4 4 4 4

に電子納税を行う
【開始手続】
　�e-Taxの開始届出書及びダイレクト納付利用届出書
の提出

　※オンラインによる提出も可能
　✓電子証明書は不要　✓ネットバンク契約不要
　✓複数の金融機関口座を利用可能
【オススメな方】
　毎月源泉所得税を納税している方
　毎月消費税の中間納付をしている方
　　　　　　　　など、納付機会の多い方

4 4 4 4 4 4 4 44

電子納税証明書（ＰＤＦ）なら、税務署にお越しいただくことなくお手持ちのスマホや
タブレット端末からｅ－Ｔａｘ（Ｗｅｂ版）を使って請求＆受け取ることができます。
納税証明書の便利な請求＆受取方法については、国税庁ホームページ
（https://www.nta.go.jp）「納税・納税証明書手続」をご覧ください。
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令和５年度から新設！

− 12−



− 13−



新入会員紹介（令和 7年 1月～ 3月） （順不同・敬称略） 
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住　所：甲斐市富竹新田 1133  川住住宅 3号

TEL 055-206-2739　FAX 050-3730-6493
ＵＲＬ： https://www.kawasumi-seigyosekkei.com/

株式会社 幸武
代表者：河野　美代子　　業　種：建設業
住　所：南アルプス市藤田 1823

TEL 055-284-2799　FAX 055-284-2813

株式会社 ＴＭ ＴＹＲＥＳ
代表者：三井　貴之　　業　種：小売業
住　所：北杜市高根町箕輪 3219-5

TEL 0551-47-3116　FAX 0551-47-3237

有限会社 宮沢商事
代表者：宮沢　守彦　　業　種：燃料販売
住　所：北杜市小淵沢町 3108-1

TEL 0551-36-5425　FAX 0551-36-5426

●
決
算
法
人
説
明
会

　
６
月
１７
日　
山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー

　
【
内
容
】
法
人
税
に
つ
い
て
の
注
意
点

  　
　
　
　
消
費
税
に
つ
い
て
の
注
意
点

  　
　
　
　
源
泉
所
得
税
に
つ
い
て
の
注
意
点

●
新
設
法
人
説
明
会

　
５
月
２８
日　
甲
府
法
人
会
館

　
【
内
容
】�

設
立
に
と
も
な
う
手
続
き
と
税
金

の
申
告
・
納
税
に
つ
い
て

  　
　
　
　

�

日
常
の
取
引
に
係
る
法
人
税
法
上

の
取
扱
い
に
つ
い
て

  　
　
　
　
源
泉
徴
収
事
務
に
つ
い
て

●�

令
和
７
年
度 

源
泉
部
会
講
習
会
「
知
ら
な
い

と
損
す
る
！
給
与
計
算
実
務
セ
ミ
ナ
ー
」

　
（
第
１
回
）

　
６
月
１２
日　
ア
ピ
オ
甲
府

　
【
内
容
】
◦
初
級
講
座

  　
　
　
　
　
源
泉
所
得
税
の
概
要

  　
　
　
　
　
給
与
・
賞
与
の
税
額
計
算

  　
　
　
　
　
所
得
税
関
係
の
改
正

  　
　
　
　
◦
上
級
講
座

  　
　
　
　
　
退
職
所
得
の
源
泉
徴
収
事
務

  　
　
　
　
　
給
与
・
賞
与
の
税
額
計
算

  　
　
　
　
　
所
得
税
関
係
の
改
正

　
（
第
２
回
）

　
８
月
２１
日　
ア
ピ
オ
甲
府

　
【
内
容
】
◦
初
級
・
上
級
合
同
開
催

  　
　
　
　
　
労
務
関
係

研
修
会
等
予
定

甲
府
法
人
会
館

新
入
居
者
の
ご
紹
介

新
入
居
者
の
ご
紹
介

一般社団法人
山梨県バレーボール協会 一般社団法人 やまなしソーシャルイノベーションセンター

山梨県におけるバレーボール競技の普
及・振興を図り、皆さまの健全な心身の
育成・発展に寄与することを目的とする
団体です。
法人会会員企業の皆さまとも連携して、
各種事業の展開を行っていきたいと考
えております。
どうぞよろしくお願いいたします。

多様化、複雑化する山梨県の地域課題を
官民連携により効果的に解決し、地域社
会の持続的発展に寄与することを目的
とする団体です。
法人会会員企業の皆様とも連携し、山梨
県の地域課題解決に向けた取り組みを
行っていきたいと考えております。
どうぞよろしくお願いいたします。

　

社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
女
性
部
会

で
は
、
年
間
を
通
し
て
行
事
開
催
の
際

に
募
金
活
動
を
行
い
、
部
会
員
か
ら
多

く
の
浄
財
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
寄
せ

ら
れ
た
浄
財
は
３
月
２１
日
に
飯
島
女
性

部
会
長
、
岸
本
監
事
が
山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ
本

社
を
訪
問
し
て
、
公
益
財
団
法
人
山
日

Ｙ
Ｂ
Ｓ
厚
生
文
化
事
業
団
に
寄
託
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
「
令
和
７
年
岩
手
県
大
船
渡

市
赤
崎
町
林
野
火
災
義
援
金
」
と
し
て

役
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

女
性
部
会
員
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
浄
財
を
寄
託浄財を渡す飯島女性部会長（左）と岸本監事（中央）
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